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畏
噺
県
に
お
け
る
日
米
親
善
人
形

一
九
二
七
年
の

「青
い
国
の
人
形
」

一
　

は
じ
が
き

一
九
二
七
年

（昭
和
一
し
　
一
月

一
七
日
、

横
浜
港

へ
到
着
し
た
日
本
郵
船
の
サ
イ
ベ
リ
ア
丸

に
は
大
正
天
皇
の
葬
儀
に
参
列
す
る
秩
父
宮
と
と
も
に
、
多
く
の

「
お
人
形
」
が
乗
船
し
て
い

た
。

つ
ぎ

つ
ぎ
と
入
港
す
る
船
で
あ
わ
せ
て

一
万
二
七
〇
〇
体
を
超
え
る
人
形
が
ア
メ
リ
カ
か

ら
日
本
の
児
童
に
贈
ら
れ
て
き
た
。
昭
和
の
は
じ
め
の
日
米
人
形
交
流
は
、
戦
争
と
い
う
苦
難

の
時
代
を
経
て
、
今
日
ふ
た
た
び
多
く
の
話
題
を
提
供
し
て
い
る
。

一
九
七
三
年
、
群
馬
県
で
発
見
さ
れ
た
人
形
を
取
り
上
げ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
番
組

「人
形
使

節
メ
リ
ー
」
が
放
映
さ
れ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
と
な
り
、
全
国
的
に
は
、
五
十
周
年
を
記
念
す

る
展
示
会

（
一
九
七
八
年
）
を
は
じ
め
、
「
日
米
友
情
交
換
人
形
再
会
式
」

２
九
▲
二
年
）、
「青

い
目
の
人
形
交
流
展
」

２

九
八
八
年
）
と
続
き
、

日
本
に
残
る
人
形
が
ア
メ
リ
カ
ヘ
一
時
帰
国

し
た
。
各
県
で
の
展
示
会
も
続
い
て
い
る
。
こ
の
間
、
児
童
文
学
者
武
田
英
子
に
よ
る
出
版
が

な
さ
れ
、
中
学
生
英
語
の
教
科
書
に
も
教
材
と
し
て
採
用
さ
れ
る
な
ど
出
版
も
あ
い
つ
い
だ
。

一
転
し
て
、
長
野
県
内
の
状
況
を
み
る
と
、
長
野
市
立
南
部
図
書
館
で

一
九
七
〇
年
八
月
に

四
体
の

「県
内
青
い
目
の
人
形
展
」
が
、　
一
九
八
八
年

一
〇
月
か
ら
は
信
濃
教
育
博
物
館
で

一

九
体
を
集
め
て

「
日
米
親
善
を
語
る
青
い
日
の
人
形
展
」
が
開
催
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
長

野
県
立
歴
史
館
で
三
体
を
展
示
し
た
。
二
〇
〇

一
年

一
一
月
ふ
た
た
び
信
濃
教
育
博
物
館
で
信

州
の
宝

「青
い
日
の
人
形
」
展
が
開
催
さ
れ
た
。
人
形
保
存
校
で
の
学
校
誌
や
新
聞
に
よ
る
紹

介
は
あ

っ
た
も
の
の
、
全
県
の
状
況
を
紹
介
し
た
も
の
は

「信
濃
教
育
」
第

一
三
八
〇
号
の
み

梅

原

康

嗣

で
あ
る
。
当
時
の
記
憶
を
語
る
人
も
八
〇
歳
半
ば
以
上
に
達
し
、
聞
き
取
り
調
査
も
今
を
お
い

て
は
難
し
い
状
況
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
第

一
に
長
野
県
内
に
残
さ
れ
た
日
米
親
善
人
形

（「青
い
目
の
人
形
し

の

現
状
把
握
を
お
こ
な
っ
た

（人
形
の
状
態
、
付
属
品
の
有
無
等
）。
そ
し
て
第
二
に
各
校
園
で
人
形

に
関
す
る
文
献
史
料
を
収
集
し
、
当
時
の
新
聞
記
事
と
あ
わ
せ
な
が
ら
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
可
能

な
限
り
聞
き
取
る
こ
と
を
主
な
ね
ら
い
と
し
た
。
長
野
県
に
お
け
る
親
善
人
形
の
資
料
集
づ
く

り
の
基
礎
作
業
と
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
調
査
の
過
程
で
事
実
関
係
を
裏
づ
け
る
史
料
が

学
校
日
誌
な
ど
に
限
ら
れ
、
難
航
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
学
校
に
残
さ
れ
た
史
料
に
つ
い
て
は
、

本
稿
で
は
貴
重
な
側
面
か
ら
で
き
う
る
限
り
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

調
査
の
な
か
で
、

「新

青
い
日
の
人
形
」
交
流
と
よ
ば
れ
る
、　
一
九
八
五
年
以
降
に
ギ

ュ
ー
リ
ッ
ク
三
世
夫
妻
に
よ
る

新
た
な
日
米
交
流
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
所
蔵
校
に
お
い
て
、
親
善
人
形
を
核
に
し
た
総

合
的
な
学
習
が
展
開
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
近
年
の
新
し
い
動
き
に
接
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

し
か
し
本
稿
で
は
親
善
人
形
が
贈
ら
れ
、
日
本
か
ら
も
答
礼
人
形
が
贈
ら
れ
た

一
九
二
七
年
の

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
眼
に
し
た
。

一
一　
高
野
辰
之
と
日
米
親
善
人
形

１
　
世
界
児
童
親
善
会
と
人
形
使
節

一
九
二
六
年

（大
正
一
五
）、
米
国
に
お
い
て
国
際
親
善
を
目
的
と
す
る
世
界
児
童
親
善
会
が

留
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組
織
さ
れ
た
。
こ
の
年
、
親
善
会
は
日
米
協
会
の
渋
沢
栄

一
会
長
に
あ
て

「世
界
の
平
和
は
子

ど
も
か
ら
」
を
趣
旨
と
し
て
、
米
国
の
児
童
か
ら
日
本
の
児
童
に
、

「自
分
た
ち
の
身
代
わ
り

と
し
て
人
形
を
送
り
た
い
が
、
受
け
入
れ
て
頂
け
る
だ
ろ
う
か
」
と
の
照
会
が
あ

っ
た
。
こ
の

親
善
会
の
中
心
的
熊
磐
璽
伺
シ
ド
ニ
ー

・
ル
イ
ス
・
ギ

ュ
ー
リ
ッ
ク

（
一
八
六
〇
～
一
九
四
五
）
は
、

二
〇
年
余
を
日
本
で
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
や
同
志
社
大
学
教
授
な
ど
を
務
め
、　
一
九

一
二
年

（大
正
一
し
病
気
の
た
め
帰
国
し
た
の
ち
も
、
日
本
の
た
め
何
か
と
尽
く
し
た
親
日
家
で
あ

っ
た
。

当
時
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
人
移
民

へ
の
感
情
の
悪
化
は
、
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
不
況

に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
激
し
く
な

っ
た
。
特
に
日
本
人
移
民
の
多
か

っ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は

一
九
二
〇
年
排
日
土
地
法
を
実
施
、
さ
ら
に
州
議
会
で
排
日
法
案
を
可
決
、　
一
九
二
四
年
五
月

米
国
議
会
で
は
、
日
本
人
移
民
の
門
戸
を
閉
ざ
す

「新
移
民
法
」
を
可
決
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
日
米
間
の
国
民
感
情
が
悪
化
す
る
中
で
、
ギ

ュ
ー
リ
ッ
ク
は
こ
の
国
内
事
情
を

憂
慮
し
、
日
米
間
の
国
際
理
解
の
途
を
図
る
た
め
に
奔
走
し
た
。
こ
う
し
た
事
情
を
踏
ま
え
て
、

友
情
と
平
和
の
精
神
を
次
代
に
向
け
て
育
て
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
そ
の
方
法
と

し
て
親
善
人
形
が
企
画
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
親
善
人
形
の
受
け
入
れ
に
関
し
て
は
、
日
米
協
会

渋
沢
会
長
の
政
府
に
対
す
る
折
衝
に
よ
っ
て
了
承
さ
れ
、
推
進
の
運
び
と
な

っ
た
が
、
こ
の
事

業
実
現
の
た
め
渋
沢
は

「
日
本
国
際
児
童
親
善
会
」
を
組
織
し
、
会
長
に
選
任
さ
れ
た
。

２
　
米
国
人
形
使
節
と
日
本
政
府

の
対
応

世
界
児
童
親
善
会
か
ら
日
本
の
小
学
校

・
幼
稚
園
に
贈
ら
れ
る
人
形
は
、
渋
沢
栄

一
を
経
て

文
部
省
が
対
応
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
文
部
省
の
直
接
の
責
任
者
は
、
当
時
普
通
学
務
局
長
を

し
て
い
た
関
屋
龍
吉

（
一
八
八
六
～

一
九
七
七
）、
補
佐
役
と
し
て
課
長
の
菊
池
豊
二
郎
が
担
当

し
た
。

人
形
は
横
浜
と
神
戸
港
に
分
け
て
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
全
部
日
本
総
領
事
の
パ
ス
ポ
ー

ト
を
首
に
つ
け
て
ア
メ
リ
カ
を
発
ち
、
二
月
二
日
の
ひ
な
ま
つ
り
に
間
に
合
う
よ
う
に
送
ら
れ

て
き
た
。
横
浜
で
は
到
着
の
日

（二
月
一
七
日
）、
関
係
者
は
モ
ー
ニ
ン
グ

コ
ー
ト

・
シ
ル
ク
ハ

ッ
ト
を
着
用
し
て
船
ま
で
出
迎
え
、
横
浜
市
長
夫
妻
、
県
知
事
夫
人
を
は
じ
め
多
数
の
歓
迎
者

で
に
ぎ
わ
う
中
を
下
船
し
、
直
ち
に
代
表
人
形
は
関
係
者
に
伴
わ
れ
て
入
京
し
た
。
文
部
省
で

は
、

さ

っ
そ
く
東
京
音
楽
学
校
に
人
形
歓
迎
の
作
詩
を
依
頼
し
、

「人
形
を
迎
え
る
歌
」

が
作

ら
れ
た
。
な
お
、
作
詩
は
長
野
県
出
身
の
同
校
教
授
高
野
辰
之
、
作
曲
は
同
音
楽
学
校

で
あ

っ

た
。

″
協
標
脅
耗
嘲
科
学

り
洪
犠
Ｊ
訴
認
討
拝
錯

鴻
ア
ｒ
の
除
ι
ワ分
々
な
ｔ
～
あ
ｔ
へ
の
巧
～

ｒ
み
７
，
一

″
４
オ

ち
各
ゑ
之
を

人
形
を
迎

へ
る
歌
　
　
　
　
一局
野
辰
之
作
詩
　
東
京
音
楽
学
校
作
曲

一
、
海
の
あ
ち
ら
の
友
だ
ち
の
　
ま
こ
と
の
心
の
こ
も

っ
て
る

か
は
い
ゝ
／
ヽ
人
形
さ
ん
　
あ
な
た
を
み
ん
な
で
迎

へ
ま
す

二
、
波
を
は
る
´
ヽ
渡
り
来
て
　
こ
ゝ
迄
お
出
で
の
人
形
さ
ん

さ
び
し
い
や
う
に
は
致
し
ま
せ
ん
　
お
国
の
つ
も
り
で
ゐ
ら

っ
し
や
い

三
、
顔
も
心
も
お
ん
な
し
に
　
や
さ
し
い
あ
な
た
を
誰
が
ま
あ

ほ
ん
と
の
い
も
う
と
弟
と
　
お
も
は
ぬ
も
の
が
　
あ
り
ま
せ
う

当
時
す
で
に
、
野
口
雨
情
が
作
詞
し

一
九
二

一
年

一
二
月
号
の

『金
の
船
』
に
発
表
さ
れ
て

い
た

「青
い
眼
の
人
形
」
が
流
行
し
て
い
た
。　
一
九
二
五
年
に
は
、
日
本
放
送
協
会
の
ラ
ジ
オ

放
送
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
歌
の
普
及
に

一
役
か

っ
て
い
た
。
ギ

ュ
ー
リ
ッ
ク
も
こ
の
歌
の
流

行
ぶ
り
を
耳
に
し
、
渋
沢
栄

一
に
対
し
て
照
会
の
手
紙
を
送

っ
て
い
る
。

高
野
辰
之
は
、
当
時
東
京
音
楽
学
校
の
教
授
を
務
め
、
か
ず
か
ず
の
文
部
省
唱
歌
を
生
み
出

し
て
い
た
、
ま
さ
に
当
代
き

っ
て
の
作
詞
家
で
あ

っ
た
。
一尚
野
辰
之
が
こ
の
詩
を
書
い
た
背
景

に
は
、

文
部
省
普
通
学
務
局
の
関
屋
龍
吉
の
考
え
が
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

「青
い
眼
の
人

形
」
は
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
だ
と
感
じ
て
い
た
関
屋
が
、
一局
野
辰
之
に
新
た
な
歌
の
作
詞
を
依
頼

写真 ; 人形を迎える歌
(おぼろ月夜の館 く斑山文庫〉蔵)
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し
た
よ
う
で
あ
る
。
歓
迎
会
な
ど
式
典
に
お
い
て
は
、
辰
之
作
詞
の

「人
形
を
迎

へ
る
歌
」
が

歌
わ
れ
た
が
、
残
念
な
が
ら

「青
い
眼
の
人
形
」
を
乗
り
越
え
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

文
部
省
は
、
米
国
か
ら
の

一
二
七
三
九
体
の
使
節
人
形
の
う
ち
、　
一
〇
二
九

一
体
を
全
国
の

小
学
校
及
び
幼
稚
園
に
配
布
し
た
。
当
時
日
本
の
統
治
下
に
あ

っ
た
関
東
州
、
朝
鮮

。
台
湾

ヘ

の
配
布
も
あ

っ
た
が
、
そ
の
数
は
定
か
で
な
い
。　
一
九
二
七
年
の
全
国
小
学
校
数
二
万
五
五
四

六
校
、
幼
稚
園

一
一
八
二
園
で
あ

っ
た
か
ら
、
全
国
的
に
み
れ
ば
二

。
六
校
園
に

一
体
の
割
合

で
贈
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
希
望
し
て
も
配
当
を
え
ら
れ
な
か

っ
た
学
校
も
多
か

っ
た
。
渋
沢

栄

一
資
料
室
の
資
料
に
よ
れ
ば
長
野
県

へ
の
分
配
数
は
二
八
六
体
で
あ

っ
た

（表
１
）。

〓
一　
日
米
親
善
人
形
の
歓
迎

１
　
長
野
県
の
対
応
と
人
形
受
け
入
れ
校

長
野
県
に
対
す
る
文
部
省
か
ら
の
人
形
配
当
は
、
二
八
六
体
で
あ
っ
た
。
本
県
配
当
の
人
形

数
で
は
、
県
内
の
小
学
校

。
幼
稚
園
全
体
に
は
配
布
で
き
な
か
っ
た
。　
一
九
二
七
年
県
内
に
は

小
学
校
が
四
三
四
校

（分
教
場
除
く
）
あ
り
、　
一
０
五

（配
布
数
が
三
二
五
体
と
す
る
と
二
。
こ

校

に

一
体
程
度
の
計
算
と
な
る
。
幼
稚
園
は
公
立

。
私
立
あ
わ
せ

一
九
園
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
ち

ら
は
ほ
ぼ
全
て
に
配
布
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

東
京
か
ら
汽
車
で
碓
氷
峠
を
こ
え
て
県
庁
へ
着
い
た
の
が
二
月
二
日
の
こ
と
で
、
そ
の
数
は

三
二
五
体
と
さ
れ
て
い
る

（「信
濃
毎
日
新
聞
」
二
月
四
日
）。

二
月

一
一
日
か
ら
三
日
間
県
会
議

事
堂
で
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た

（同
一聖
一万

〓
一日
）。
県
と
し
て
郡
市
に
対
す
る
配
当
表
を
設

け
て
処
理
に
当
た
っ
た
よ
う
で
、
新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
表
２
の
よ
う
で
あ

っ
た

（「長
野
新
聞
」

二
月
エハ
日
）。
各
郡
市
の
配
布
校
を
確
認
で
き
る
県
文
書
は
現
在
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、

学
校
誌
や
証
言
に

よ
る
し
か
な
い
。

表
１
で
の

一八
六

体
と
表
２
の
三
二

五
体
に
は
差
が
あ

り
、
こ
の
理
由
に

つ
い
て
は
は

っ
き

り
し
な
い
。

○
全
校
児
童
三
〇
〇
人
余
が
講
堂
に
集
め
ら
れ
て
お
人
形
を
迎
え
ま
し
た
。
校
長
先
生
の
お

話
で
紹
介
さ
れ
た
人
形
の
名
前
は
忘
れ
ま
し
た
が
、
ず
い
ぶ
ん
可
愛
ら
し
か

っ
た
と
今
で

も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
人
形
は
以
後
ケ
ー
ス
に
入
れ
ら
れ
て
裁
縫
室
の
床
の
間
に
飾
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
よ
く
逢
い
に
い
き
ま
し
た
。
」
「学
校
で
人
形
歓
迎
会
を
開
き
ま

し
た
。
そ
の
と
き

「人
形
を
迎

へ
る
歌
」
を
歌
っ
た
り
、
「青
い
眼
の
人
形
」

の
曲
に
合

わ
せ
て
踊
り
を
踊
り
ま
し
た
。
」
釜
目
木
尋
常
高
等
小
学
校
、
現
青
木
中
学
校
、
大
貫
育
子
の
間
き

取
り
に
よ
る
）

○
南
小
谷

（尋
常
高
等
）
小
学
校

へ
来
た

「青
い
目
の
人
形
」

ミ
ミ
ー
の
歓
迎
会
は
、
昭
和

二
年
五
月

一
〇
日
に
、
分
校
児
童
も
集
め
ら
れ
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
日
、
塩
水
ま

で
人
形
を
迎
え
に
い
き
、
講
堂
で
校
長
先
生
が
紹
介
し
た
あ
と
、
唱
歌

「青
い
目
の
人

形
」
を
み
ん
な
で
歌

っ
た
。
そ
れ
か
ら

一
人
ひ
と
り
前
に
出
て
人
形
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

表 2 長野県内親善人形配布数

郡 市 配 当

10

11

14

12

14

16

10

14

9

9

13

8

10

11

15

南佐久
北佐久
小県
諏訪
上伊那

下伊那
西筑摩
東筑摩

南安曇
北安曇

更級
埴科
上高井

下高井
上水内

下水内
長野市
松本市
上田市
幼稚園

受
け
入
れ
の
模
様
は
次
の
よ

つ
で
あ
る

表 1 都道府県別親善人形配布数と現存数 (体 )

道府県 分配数 現存数 道府県 分配数 現存数

北海道

青森

岩手

宮城
秋田

埼玉

千葉

東京

神奈川

新潟

富山
石川

福井

山梨
長野

形
島

城

木

馬

山
福

茨
栃

群

阜

岡
知

重

賀

岐
静

愛

三
滋

６４３

２２０

２６３

２２‐

・９０

２０５

３２３

２４６

２‐３

‐４２

‐７８

２‐４

５６８

‐６６

３９８

150

205

152

129

286

235

253

349

194

135

２３

８

・４

８

・１

■

‐７

９

４

‐９

12

10

10

9

10

京都
大阪
兵庫
奈良
和歌山

鳥取

島根
岡山

広島
山口

徳島
香川

愛媛

高地

福岡

島

搬
鋤
麟
効
訓
朗
端
絡
合計数

|

262

429

373

144

177

152

102

214

187

259

98

214

241

182

124

11973

７

４

９

４

１

２

２

３

４

４

１

１

５

１

３

１

２

２

５

１

　

一

一

一

　

〇６

(注)渋沢史料館資料および、松田達也調査により作成。

25
16

15

21

34

13

10

8

5

156)

２３

２９

３２

２４

３２

５２

２６

３６

‐５

‐８

(注 )「長野新聞」をもとに作成。
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そ
の
後
は
、
年
に

一
回
は
祭
壇
の
前
に
人
形
を
出
し
て
、
校
長
先
生
が
話
を
し
た
と
い
う

（南
小
谷
小
学
校
開
校
百
周
年
記
念
誌

『写
真
で
綴
る
南
小
谷
小
学
校
の
あ
ゆ
み
し
。

「人
形
歓
迎
ノ
唱
歌

一
部
ト
ド
ク
」
（南
小
谷
尋
常
高
等
小
学
校
真
木
分
校
日
誌
、
四
月

一
四
日
）

「本
校
ヨ
リ
十
日

（火
）
十
時
頃

ヨ
リ
お
人
形
ノ
歓
迎
会
を
致
ス
ト
ノ
通
知
ア
リ
」
（同
前

五
月
七
日
）

歓
迎
会

「児
童
引
率
致
し
、
お
人
形
の
歓
迎
会
に
行
く
」
（旦
則
、
五
月
一
〇
日
）

日
米
親
善
会
ヨ
リ
寄
贈
ノ
人
形
歓
迎
会
ヲ
開
ク
、
人
形
ノ
経
歴
、
寄
贈
者
ノ
意
志
等
講
話
、

唱
歌
＝
人
形
歓
迎
ノ
唱
歌
、
人
形
訪
間
、
祝
菓

（生
徒
全
部
）、
閉
会
、
右
式

ハ
第
二
時
ノ

間
・戸
何
フ

（南
小
谷
尋
常
高
等
小
学
校
日
誌
、
五
月
一
〇
日
）

○

「
一
校
長
長
野
県
庁

二
出
張

ア
メ
リ
カ
ョ
リ
寄
贈
ノ
日
米
親
善
ノ
人
形
ヲ
持
参

ス
」
（大

正
十
五
年
度
日
誌
、
川
田
尋
常
高
等
小
学
校
、
二
月
一
四
日
）

人
形
を
迎
え
る
式
が
あ
り
、
歌
青
い
目
を
し
た
人
形
を
毎
日
の
よ
う
に
う
た
い
、
職
員
室

に
時
々
見
に
い
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

○
米
国
寄
贈
人
形
配
布
受
領

（日
誌
、
北
大
井
尋
常
高
等
小
学
校
、
六
月
一
〇
日
、
現
小
諸
東
小
学

校
、
塚
田
正
三

「青
い
目
の
人
形
展
に
よ
せ
て
」
「信
濃
毎
日
新
聞
」
夕
刊
一
九
八
〇
年
八
月
九
日
）

○
昭
和
二
年
四
月
七
日
に
歓
迎
式
を
お
こ
な

っ
た
。
同
校
の
職
員
で
あ

っ
た
清
水
保
也
さ
ん

の
証
言
で
は
、
「私
が
原
尋
常
高
等
小
学
校
五
年
の
時
、
校
長
先
生
が
い
た
だ
い
て
き
て
、

講
堂
に
集
ま
っ
た
私
た
ち
に
人
形
の
説
明
を
し
て
く
れ
た
。
寝
か
し
て
起
こ
す
と

「
マ
マ

ー
」
と
し
ゃ
べ
る
し
横
に
す
る
と
ひ
と
み
を
閉
じ
る
。
こ
ん
な
人
形
は
初
め
て
。
不
思
議

で
し
ょ
う
が
な
か

っ
た
」
翁
南
信
日
日
新
聞
」
一
九
八
五
年
一
月
七
日
、
原
尋
常
高
等
小
学
校
）

○

「
（上
略
）
片
羽
の
幼
稚
園
に
ア
メ
リ
カ
人
形
到
着
し
、
近
々
歓
迎
会
を
開
く
準
備
し
お

れ
り

（（下
略
と

（花
岡
直
子

『小
さ
な
花
園
』
上
諏
訪
幼
稚
園

（現
諏
訪
教
育
会
）、　
一
九
九
二
年
）

○

「
三
階
に
上
げ
桃
太
郎
、
夕
焼
、
靴
が
鳴
る
等
を
歌
ひ
、
お
雛
様
ア
メ
リ
カ
人
形
を
見
せ

て
帰
す
」
（保
育
日
誌
四
之
組
、
四
月
四
日
）

「
お
三
階
に
て
武
野
先
生
よ
り
お
雛
様
の
お
話
及
び
ジ

ェ
ー
ン
さ
ん
の
紹
介
あ
り
」
（保

育
日
誌
紫
之
組
、
四
月
二
日
）

「
お
二
階
に
て
お
唱
歌
、
幼
稚
園
及
び
君
が
代
を
教
え
る
、
青
い
日
の
人
形
を
大
変
上
手

に
唱

っ
た
」
（同
前
、
四
月
六
日
）

「
お
雛
様
を
み
て
ジ

ェ
ー
ン
さ
ん

『
マ
マ
ー
』
と
言
わ
せ
た
り
し
て
よ
ろ
こ
ぶ
」
（赤
之

組
保
育
日
誌
、　
一
九
二
一
年
四
月
六
日
、
市
立
松
本
幼
稚
園
、
現
重
文
旧
開
智
学
校
）

○
昭
和
二
年
五
月
大
河
原
尋
常
高
等
小
の
校
長
が
県
庁
に
出
向
い
て
人
形
を
受
領
す
る
。
児

童
五
二
〇
人
は
近
く
の
郵
便
局
か
ら
学
校
ま
で
列
を

つ
く
り
、
人
形
を
抱
え
た
校
長
を
出

迎
え
た
。
六
月

一
〇
日

「青
い
日
の
人
形
歓
迎
学
芸
会
」
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
「歓
迎
の

歌
」
を
合
唱
し
た

（大
河
原
尋
常
高
等
小
学
校
、
現
大
鹿
小
学
校
）。

○
あ
る
日
校
長
先
生
が
に
こ
に
こ
し
て
乗
合
バ
ス
か
ら
、
人
形
の
箱
を
か
か
え
て
お
り
、
校

門
か
ら
入

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
た
っ
て
全
校
生
徒
が
、
体
操
場
に
集
合

し
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
あ

っ
た
机
の
上
に
、
校
長
先
生
は
大
事
に
人
形
の
箱
を
の
せ
、

人
形
に
つ
い
て
話
を
し
て
か
ら
、
箱
よ
り
出
し
て
見
せ
ま
し
た
。
当
時
女
の
子
で
服
を
着

て
い
る
子
は

一
人
も
い
な
い
時
代
で
し
た
。
そ
し
て

「
マ
マ
」
と
い
う
声
が
し
て
、
全
校

の
生
徒
か
ら
先
生
ま
で
が
び

っ
く
り
ぎ
ょ
う
て
ん
し
ま
し
た
。
横
に
寝
か
せ
る
と
目
を
閉

じ
て
静
か
に
眠
り
ま
し
た
。
そ
の
精
巧
さ
に
た
だ
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
、
そ
の
時
の
驚
き

と
興
奮
が
さ
め
ず
、
人
形
の
話
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
「
や
い
お
ど
け
た
な
、
あ
の
人
形

は
泣
く
ぜ
。
」
「寝
せ
る
と
ね
え
る
し
な
。」
「
ど
う
や
っ
て
あ
の
人
形
を
こ
し
た
か
な
、
き

っ
と
一局
い
づ
ら
な
。
」
翁
館
報
あ
づ
み
」
一
三
一
号
、
奥
原
文
人
談
要
約
）

輪
湖
校
長
所
用
ニ
テ
出
県

（学
校
日
誌
、
安
曇
尋
常
高
等
小
学
校
、
五
月
二
日
）

校
長
仝
前
夕
刻
帰
任

（五
月
四
日
）

先
般
出
県
ノ
際
受
領
セ
ル
亜
米
利
加
人
形

（世
界
児
童
親
善
会
ヨ
リ
寄
贈
品
ノ
）
披
露
ノ
タ

メ
全
校
児
童
ヲ
集
合
輪
湖
校
長
ヨ
リ
講
話
ア
リ
タ
リ

（五
月
エハ
日
）

〇

一
、
米
国
人
形
礼
状
発
送
す
、
ボ
ス
ト
ン
ｏ
ギ

ュ
ー
リ
ッ
ク
宛

二
、
米
国
人
形
児
童

へ
紹
介
す

米
国
児
童
寄
贈
人
形
受
領
証
　
長
野
県
学
務
部
宛
発
信

（学
校
日
誌
、
根
羽
尋
常
高
等
小
学

校
、
五
月
二
五
日
）

〇

一
、
亜
米
利
加
人
形
到
着

（日
誌
、
読
書
尋
常
高
等
小
学
校
、
四
月
四
日
）

一
、
第

一
時
亜
米
利
加
人
形
ヲ
児
童

二
紹
介

（四
月
五
日
）

長野県における日米親善人形
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〇

一
、
第

一
時
米
国
寄
贈
の
人
形
披
露
を
な
す
。
各
組
廻
覧
と
す

（学
校
日
誌
、
七
久
保
尋
常

高
等
小
学
校
、
四
月
二
日
）

○
米
国
寄
贈
人
形
歓
迎
会

（校
務
日
誌
、
本
郷
尋
常
高
等
小
学
校
三
稲
分
教
場
、
四
月
二
〇
日
）

○
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か
ら
式
の
日
と
同
じ
、
モ
ー
ニ
ン
グ
に
、
白
い
手
袋
の
校
長
先
生
が
、

大
き
な
風
呂
敷
包
を
大
事
そ
う
に
抱
え
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
、
石
段
を
降
り
て
来
た
。

駅
前
の
広
場
に

一
年
か
ら
六
年
ま
で
の
生
徒
が
両
側
に
整
列
し
て
い
る
前
を
背
の
高
い
校

長
先
生
に
つ
づ
い
て
太

っ
た
学
務
委
員
さ
ん
長
い
あ
ご
髭
の
校
医
さ
ん
が
、
も

っ
た
い
ぶ

っ
て
通

っ
て
行
く
。
其
の
後
を

一
年
生
を
先
頭
に
夏
の
陽
に
白
く
乾
い
た
町
並
の
道
を
此

の
日
の
た
め
に
習
い
覚
え
た
歌
を
大
き
な
声
で
合
唱
し
な
が
ら
学
校

へ
と
歩
い
た
。
（中

略
）
学
校

へ
着
く
と
す
ぐ
体
操
場

へ
な
ら
び
、
が
や
が
や
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
た
が

「気
を

つ
け
」

の
号
令
に
し
―
ん
と
な

っ
て
視
線
が
入
口
に
集
中
し
た
。

入

っ
て
来
た
校

長
先
生
の
手
の
ガ
ラ
ス
張
り
の
箱
の
中
に
栗
色
の
髪
の
毛
薄
桃
色
の
つ
や
つ
や
し
た
顔
に

目
を
ぱ

っ
ち
り
あ
い
た
絵
本
で
見
る
だ
け
の
西
洋
人
形
が
綺
麗
な
洋
服
を
着
て
座

っ
て
い

た
。
「
か
―
わ
い
い
な
あ
！
」
と
生
徒
の
声
。
高
い
台
の
上
の
校
長
先
生
か
ら
、
「皆
さ
ん

遠
い
国
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
中
の
小
学
校

へ
仲
よ
く
し
ま
し
ょ
う
と
こ
の
人
形
を
送

っ

て
来
ま
し
た
。
名
前
を

マ
ア
ー
サ

。
メ
ヱ
と
言
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
大
切
に
し
て
可
愛
が

っ
て
下
さ
い
」
と
い
っ
た
意
味
の
説
明
が
あ

っ
た
あ
と
、
テ
ー
プ
ル
に
お
か
れ
た
箱
の
中

か
ら
宝
物
で
も
扱
う
よ
う
に
、
そ
お
―
っ
と
人
形
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
が

「皆
さ
ん

こ
ん
に
ち
わ
」
と
言
い
な
が
ら
お
じ
ぎ
を
さ
せ
頭
を
上
げ
る
と
同
時
に

「
マ
マ
ー
」
と
言

う
声
に
生
徒
の
驚
き
と
喜
び
…
…
。

（下
略
、
初
山
玉
枝
、
平
和
の
使
者

「
マ
ァ
ー
サ
。
メ
ェ
」

「須
原
」
須
原
明
治
百
年
記
念
事
業
委
員
会
）

○
米
国
よ
り
寄
贈
の
人
形
到
着

（二
月

王
ハ
日
、
上
田
尋
常
高
等
小
学
校
南
部
校
）

○

「亜
米
利
加
全
国
児
童
親
善
会
」
か
ら
贈
ら
れ
た
人
形
の
受
領
を
記
録

（五
月
一
一五
日
、
埴

科
郡
東
条
尋
常
小
学
校
）

○
数
日
前
寄
贈
セ
ラ
レ
タ
ル
ア
メ
リ
カ
児
童

ヨ
リ
ノ
人
形
本
朝
会

二
於
テ
歓
迎
紹
介

ア
リ

（日
誌
、
浅
川
尋
常
高
等
小
学
校
、
七
月

一
八
日
）

湖
東
小
学
校
に
入
学
し
た
年
に
親
善
人
形
を
迎
え
た
作
家
の
藤
原
て
い
は
思
い
出
を
次
の
よ

う
に
語

っ
て
い
る
。

こ
の
年
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
平
和
の
人
形
が
贈
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
諏
訪
の
山
奥
に
ま
で

ね
。
羽
織
、
は
か
ま
姿
の
先
生
が
ヒ
ラ
ヒ
ラ
の
フ
リ
ル
の
つ
い
た
人
形
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
首
を
傾
け
た
ら

「
マ
マ
ー
ッ
」
っ
て
言

っ
た
の
に
は
、
本
当
に
驚
い
た
。
ア
メ
リ

カ
は
文
化
の
進
ん
だ
や
さ
し
さ
の
あ
る
国
だ
と
思
い
ま
し
た

（「朝
日
新
聞
」

一
九
八
九
年
一

月
Ｉ
ハ
日
）。

文
部
省
は
知
事
に
対
し
、
「到
着
の
上
は
道
府
県
教
育
会
等
の
団
体
又
は
配
当
を
受
け
た
る

学
校
幼
稚
園
等
主
催
と
な
り
事
情
の
許
す
限
り
な
る
べ
く
人
形
歓
迎
会
若
く
は
展
覧
会
等
を
開

催
せ
ら
れ
た
し
」
と
い
う
通
牒
を
発
し
た
。
長
野
県
で
人
形
受
け
入
れ
を
担
当
し
た
板
倉
視
学

は
、
こ
の
文
部
省
の
通
牒
を
無
視
し
て
、
各
小
学
校

へ
宛
て
発
送
の
荷
造
り
を
お
こ
な

っ
た
た

め
、
学
務
課
を
は
じ
め
非
難
の
声
が
高
ま
っ
て
い
た

（「信
濃
毎
日
新
聞
」
二
月
六
日
）。
板
倉
視

学
で
は
な
く
、
岡
学
務
部
長
の
指
示
と
い
う
説
も
あ
り

（「長
野
新
聞
」
同
一し
、
ど
ち
ら
に
し
て

も
県
庁
内
部
で
混
乱
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ァ
メ
リ
カ
か
ら
送
ら
れ
た
人
形
に
は
、　
一
体
ご
と
に
名
前
や
特
徴
を
記
し
た
人
形
査
証
と
特

別
旅
行
免
状
が
付
さ
れ
、
さ
ら
に
ギ

ュ
ー
リ
ッ
ク
の

「人
形
を
受
け
取
ら
れ
る
方

へ
」
の
手
紙

が
添
え
ら
れ
て
い
た
。
青
木
尋
常
高
等
小
学
校

（現
青
木
中
学
校
）
へ
贈
ら
れ
た
シ
ン
シ
ア
に
は

七
二
九
二
番
の
特
別
旅
行
免
状
が
残
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
学
校
で
は
英
文
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

添
え
ら
れ
て
い
た
。

○
な
つ
か
し
い
皆
様

あ
な
た
方
を
私
は

「
お
友
達
」
と
申
し
ま
す
。
何
故
と
い
ふ
に
私
た
ち
女
の
子
ど
も
は
世

界
中
の
女
の
お
子
さ
ま
た
ち
と
お
友
達
に
な
り
た
い
の
で
す
。
そ
れ
で
今
あ
な
た
方

へ
さ

し
上
げ
や
う
と
い
ふ
ア
ロ
ア
さ
ん
は
私
た
ち
の
仲
善
心
の
徴
で
あ
る
も
の
で
す
。
き

っ
と

あ
な
た
方
は
私
の
組
―
組
の
皆
に
代

っ
て
私
が
申
し
ま
す
―
き

っ
と
あ
な
た
方
は
私
の
組

の
様
子
を
き
い
て
下
さ
る
で
せ
う
。
私
達
の
組
は
十

一
人
で
年
は
十

一
才
か
ら
十
六
才
ま

で
い
ろ
い
ろ
ち
が

っ
て
ゐ
ま
す
。
私
た
ち
の
先
生
お
名
前
は
ジ
ャ
ス
ト
ラ
ム
先
生
と
い
っ

て
大
変
私
ど
も
を
親
切
に
し
て
下
さ
い
ま
す
。
私
は
組
か
ら
選
ば
れ
て
ア
ロ
ア
さ
ん
に
つ

け
て
あ
げ
る

「
な
か
よ
し
の
お
手
紙
」
を
書
く
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。
皆
様
に
こ

"
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の
人
形
ア
ロ
ア
さ
ん
の
名
前
の
い
は
れ
を
申
上
げ
ま
せ
う
ね
。

「
ア
ロ
ア
」

と
い
ふ
言
葉

は

「仲
善
」
と
い
ふ
こ
と
で

「仲
善
」
こ
そ
お
人
形
さ
ん
か
ら
皆
さ
ま
へ
届
け
て
貰
い
た

い
の
で
す
。
又

「
ア
ロ
ア
」
と
い
ふ
と
私
た
ち
の
方
で
少
女
の
宗
教
団
の
名
前
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
宗
教
団
で
女
の
子
た
ち
が
毎
年
夏
体
の
い
く
日
か
を
暮
し
ま
す
。
か
う
い
ふ

二
つ
の
い
は
れ
で

「
ア
ロ
ア
」
と
い
ふ
名
は
私
た
ち
か
ら
皆
さ
ま

へ
の

「仲
善
の
お
使
」

と
し
て
大
層
應
し
い
と
思
う
の
で
す
。
皆
様
が
悦
ん
で
ア
ロ
ア
さ
ん
を
迎

へ
て
下
さ
る
の

で
せ
う
。
ア
ロ
ア
さ
ん
は
又
皆
様

へ

「幸
福
」
を
お
と
ど
け
す
る
こ
と
で
せ
う
。
悦
ん
で

下
さ
い
。

も
う
ア
ロ
ア
さ
ん
の
出
発
の
お
支
度
は
す

っ
か
り
出
来
ま
し
た
。

「花
の
み
く

に
」
の
皆
さ
ま
方

へ
く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
と
ア
ロ
ア
さ
ん
に
頼
ん
で
あ
り
ま
す
。
又

「世
界
中
の
な
か
よ
し
」

の
こ
と
も
心
の
中
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。　
ア
ロ
ア
さ
ん
も
勿
論

同
様
。

千
九
百
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

マ
サ
チ

ュ
ウ
セ
ッ
ト
州
ウ
エ
ス
ト
ス
ト
ッ
ク
ブ
リ
ッ
ジ
に
て

レ
タ
、
ヴ

ァ
ン
、
デ
、
ボ
ウ

日
本
の
お
友
達

へ

（瑞
穂
小
学
校
）

○
親
し
き
日
本
の
友

へ

私
達
は
皆
様

へ
此
の
お
人
形
を
お
送
り
す
る
事
を
非
常
に
幸
福
に
思

っ
て
居
り
ま
す
。
皆

様
が
お
人
形
の
親
し
い
お
友
達
と
な
ら
れ
る
事
を
望
み
ま
す
。
そ
の
代
り
皆
様
方
に
対
し

て
お
人
形
を
大
変
ほ
こ
り
と
さ
れ
る
事
を
望
み
ま
す
。

私
は
日
曜
学
校
の
女
生
徒
の

一
員
で
す
。
私
達
の
年
は
平
均
十
四
才
位
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
達
は
先
生
の
助
け
と
聖
書
の
知
識
と
で
他
人
の
為
め
に
イ
エ
ス
様
が
な
さ
れ
た
や
う

に
愛
を
捧
げ
る
事
を
希
望
し
て
居
り
ま
す
。
そ
し
て
又
皆
様
も
私
達
の
愛
を
受
け
ら
れ
る

事
を
望
み
ま
す
。

早
く
お
手
紙
を
下
さ
い
。　
　
　
サ
ヨ
ナ
ラ

一
九
二
六
年
十
二
月

一
日

ァ
メ
リ
カ
合
衆
国

ミ
ル
ウ
ォ
ー
ク
ル
、
ウ
ィ
ス
コ
ー
シ
ル
、

マ
ッ
プ
ル

一
三

一
番
地

ド
リ
ス
ｏ
ロ
ビ
ン
ソ
ン
よ
り

（外
様
尋
常
高
等
小
学
校
）

○
親
愛
な
る
日
本
の
み
な
さ
ん

私
た
ち
の
お
使
い
と
幸
福

（し
あ
わ
せ
）
を
祈
る
気
持
ち
を
お
届
け
し
な
が
ら
、
み
な
さ

ん
の
ひ
な
祭
り
に
、
こ
の

「
マ
ー
ト
ル
　
ル
ー
イ
ス
　
ヒ
ル
ズ
」
を
お
く
る
こ
と
、
私
た

ち
は
と
て
も
う
れ
し
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
そ
ろ
っ
て
す
て
き
な

一
日
を
す

ご
さ
れ
る
よ
う
願

っ
て
お
り
ま
す
。

き

っ
と
皆
さ
ん
は
私
た
ち
の

「少
女
奉
仕
団
」
に
つ
い
て
い
く
ら
か
知
り
た
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
お
よ
そ
二
〇
人
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
成
り
、
人
々
に
対
し
て
慈
善
事
業
を
し
た

り
奉
仕
活
動
を
し
た
り
し
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
ア
メ
リ
カ
の
花
嫁
姿
の
よ
う
す
が
、

日
本
の
皆
さ
ん
に
い
く
ら
か
わ
か
る
よ
う
に
こ
の
人
形
に
服
を
着
せ
て
み
ま
し
た
。

心
か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ
と
私
た
ち
の
気
も
ち
を
申
し
上
げ
な
が
ら
、
み
な
さ
ん
が
ひ
な

ま

つ
り
を
楽
し
く
す
ご
さ
れ
る
よ
う
お
祈
り
致
し
て
お
り
ま
す
。

ブ
ル
ー
ヒ
ル
洗
礼
協
会
の
少
女
奉
仕
団

グ
ラ
デ
ィ
ズ
　
マ
ー
テ
ィ
ニ
ー
　
書
記

（大
河
原
尋
常
高
等
小
学
校
）

○
私
た
ち
は
、
あ
な
た
が
た
に
た
く
さ
ん
の
願
い
を
持
ち
、
私
た
ち
の
も
っ
と
も
暖
か
い
友

情
を
表
現
す
る
こ
の
人
形
を
送
り
ま
す
。

彼
女
の
名
前
は
、
ジ
ー
ン
で
す
。
そ
し
て
、
あ
な
た
が
た
が
彼
女
に
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
で

作

っ
た
服
を
着
せ
替
え
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
彼
女
が
ひ
な
祭
り
に
日
本
の
お
友
達
と
会
う
こ
と
を
楽
し
む
こ
と
を
望
ん

で
い
ま
す
。
も
し
彼
女
を
見
た
ら
、
私
た
ち
の
も

っ
と
も
親
切
な
あ
い
さ
つ
で
送
ら
れ
た

こ
と
を
知

っ
て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。　
親
愛
な
る

「
『
】ｏ
Ｏ
〓
】”
（０
”
『
●
∽
①
く

”
①
”
け『
一ｏ
ｏ
”
。
」
”
コ
●
∽
Ｏ
ロ

ア
リ

ス

∪
①
●
いく
２
お

ジ

ー

ン

”
①
お
コ
”
日

"
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ぢ
，
コ
ロ

〓
８
”
”
口
さ
ん
に
お
便
り
く
だ
さ
い
。

ω
Ｎ
Ｏ
ｇ
，
”
『０
∽
”
「
一ｏ
∽
“
●
一ユ
一げ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

Ｃ
∽
＞

（市
立
松
本
幼
稚
園
）

○
こ
の
お
人
形
は
、
私
達
の
協
会
の
責
任
者
で
あ
る
エ
リ
オ

ッ
ト
牧
師
を
た
た
え
て
、
そ
の

洋
服
を
着
た
マ
ー
サ

。
メ
イ
で
す
。
牧
師
の
願
い
は
こ
の
人
形
が
日
本
の
お
嬢
さ
ん
楽
し

ま
せ
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
　
　
（須
原
尋
常
小
学
校
）

２
　
長
野
県

に
残

る
人
形

の
タ
イ
プ

二
〇
〇

一
年
現
在
長
野
県
内
に
残

っ
た
親
善
人
形
は
二
三
体
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
ヘ
里
帰
り

で
盗
難
に
あ

っ
た
梓
川
小
学
校
の

一
体
を
含
め
る
と
二
四
体
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
以
上
を
表

３
に
示
し
た
。

人
形
は
三
つ
の
メ
ー
カ
ー
の
製
作
で
あ

っ
た
。
ア
ベ
リ
ル

。
マ
ニ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
社

・

エ
フ
ァ
ン
ビ
ー
社

ｏ
ホ
ー
ス
マ
ン
社
の
ど
れ
か
の
印
が
人
形
の
背
中
に
残

っ
て
い
る
。
三
社
の

人
形
は
、
背
丈

一
瞬
五
舞
ンヽ

手
足
が
動
き
、
「
マ
マ
ー
」
と
声
を
出
す
装
置
を
内
蔵
し
、
日
を

開
閉
す
る
。
胴
は
綿
パ
ッ
キ
ン
グ
の
布
ぐ
る
み
の
人
形
で
あ

っ
た
。
な
お
、
三
メ
ー
カ
ー
以
外

の
人
形
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
児
童
が
自
ら
の
人
形
を
送

っ
た
場
合
が
含
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
読
書
小
学
校
や
本
郷
小
学
校
の
人
形
は
目
を
開
閉
せ
ず
、
描
き
眼
で
あ
り
、
古
い

タ
イ
プ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
長
野
県
か
ら
の
答
礼
人
形

１
　
お
礼

の
方
法

日
本
国
際
児
童
親
善
会
は

「答
礼
の
使
者
と
し
て
米
国

へ
人
形
を
お
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
実
施
に
関
す
る
内
容

ｏ
方
法
を
具
体
的
に
示
し
た
。
こ
の
企
画

は
、
文
部
省
か
ら
各
道
府
県
に
通
知
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
本
県
で
は
学
務
部
長
名
を
も

っ
て
、
米
国
親
善
使
節
人
形
が
配
当
さ
れ
た
県
内
の
小
学
校
及
び
幼
稚
園
に
対
し
、
次
の
よ
う

な
通
牒
を
発
し
た
。

表 3 長野県内の日米親善人形

郡市名 保存者 旧校名 人形名 製造会社等 パスポート 備考 (贈 りもと)

小諸市
佐久市
上田市
小県郡
諏訪市
諏訪郡
諏訪市
上伊那郡
下伊那郡
下伊那郡

飯田市
木曽郡
木曽郡
木曽郡
松本市
松本市

南安曇郡
南安曇郡
北安曇郡
埴科郡

飯山市
飯山市
長野市
長野市

小諸東小学校
泉小学校
上田第四中学校

青木中学校
中洲小学校
原小学校
諏訪教育会
七久保小学校
根羽小学校
大鹿小学校

林 静麿
須原小学校
木曾幼稚園
読書小学校
本郷小学校
旧重文開智学校

梓川小学校
安曇小学校
南小谷小学校

村上小学校

飯山東小学校
泉台小学校
綿内小学校
川田小学校

北大井尋高小

桜井尋高小
川辺尋高小

青木尋高小
｀

中洲尋高小
原尋高小
上諏訪幼稚園
七久保尋高小

根羽尋高小
大河原小学校

須原尋小

木曽幼稚園
読書尋高小
本郷尋高小
松本幼稚園

梓尋高小

安曇尋高小
南小谷尋高小

村上尋高小

瑞穂尋高小

外様尋高小
綿内尋高小
川田尋高小

メアリー

メアリー・ヘンドレン・イズミ

不明
シンシア・ ウェーン

メリー・ アン

ローズマリー
ヘレン・ ジュリア

不明
エミー

マートル・ルイス・ヒルズ
マチコ

マーサ 。メイ

不明
メリー

メアリー・ ロー
ジェーン

メリー

メリー

ミミー

不明

アロア
エリザベス・エッセル

メリー

メリー
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意
ヲ
表
セ
シ
メ
尚
其
ノ
写

ハ
其
ノ
筋

二
於

テ
他
々
教
育
ノ
参
考
資
料
卜
致
ス
筈

二
付
各
写

一
通
ヲ
取
纏
メ
ノ
上
本
県
宛
送
付
ノ
様
御

依
頼
致
置
キ
タ
ル
処
右
ニ
ツ
ト
メ

一
括
本
県
宛
御
送
付
ノ
向
キ
有
之
処
処
理
上
差
支
有
之

二
付
曇

二
語
彙
等
シ
タ
ル
通
り
御
煩
意
相
成
度

追
テ
右
ノ
写
御
送
付
ナ
キ
分

ハ
来
ル
八
月
二
十
日
迄

二
本
県

へ
送
付
ノ
様
御
手
配
相
成
度

当
初
は
、
お
礼
は
無
用
と
の
ギ

ュ
ー
リ
ッ
ク
か
ら
の
言
葉
に
応
じ
た
形
で
、
感
謝
状
や
児
童

の
作
品
を
贈
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

結
構
な
お
人
形
を
あ
り
が
た
う
御
座
い
ま
し
た
。
あ
な
た
方
の
注
意
深
い
然
も
熱
誠
の

こ
も

っ
た
贈
物
が
ど
れ
程
子
供
を
喜
ば
せ
た
か
計
り
知
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。

絵
や
写
真
で
見
た
り
お
話
に
聞
い
た
り
、
遠
い
遠
い
ア
メ
リ
カ
を
今
迄
え
が
い
て
ゐ
た

の
が
、
急
に
お
隣
の
や
う
に
思
は
れ
る
程
子
供
心
に
深
い
感
銘
を
与

へ
ま
し
た
。
尚
将
来

こ
の
子
供
達
が

一
人
の
国
民
に
な

っ
た
時
、
今
日
よ
り
も

一
層
お
国
と
の
　
一一

交
流
を
深
く
せ
や
う
と
す
る
其
の
基
が
植
付
け
ら
れ
た
事
と
信
じ
ま
す
。
　

●■

私
共
の
小
学
校
で
は
子
供
と
協
力
し
て
貧
し
い
な
が
ら
お
人
形
の
歓
迎
会

　
一

を
開
き
ま
し
た
。
日
本
の
お
雛
様
を
も
来
賓
と
し
て
、
其
の
前
で
学
芸
会
を

行
ひ
ま
し
た
。
お
送
り
す
る
写
真
に
依

っ
て
其
の
情
景
を
お
察
し
下
さ
い
。

外
に
同
封
い
た
し
ま
し
た
の
は
、

こ
の
小
学
校
生
徒
の
作
品
で
す
。
結
構
な

物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
取
敢
え
ず
、
御
礼
の
印
ま
で
に
送
り
ま
す
。

（大
河
原
尋
常
高
等
小
学
校
）

し
か
し
、
状
況
は

一
週
間
し
な
い
う
ち
に
変
更
さ
れ
、
お
礼
の
人
形
を
贈
る

こ
と
に
な

っ
た
。

学
乙
収
第
六
八
二
号

昭
和
一
．年
八
月

一
二
日

学
務
部
長

川
田
小
学
校
長
殿

米
国
Ｌ
界
児
童
親
善
会

ヨ
リ
寄
贈

セ
ラ
レ
タ
ル
人
形
ノ
答
礼

二
関

ス
ル
件

襲

二
米
国
世
界
児
童
親
善
会

ヨ
リ
本
県
児
童

二
対
シ
人
形
寄
贈
有
之
タ
ル
好
意

二
酬

ユ
ル

タ
メ
今
回
日
本
国
際
児
童
親
善
会

二
於
テ
別
冊
ノ
如
キ
企
画

二
依
り
本
邦
児
童

ヨ
リ
モ
答

礼

ノ
使
者
ト
シ
テ
人
形
ヲ
送
付

ス
ヘ
キ
由

二
付
右
趣
旨
御
賛
成

ノ
上
其
経
費

二
対
シ
貴
校

一
女
児
童

ヨ
リ
金
壱
銭

ヲ
醇
出
セ
シ
メ
ラ
レ
御
取
纏
メ
ノ
上
来

ル
九
月
五
日
迄

二
振
替
日

座
長
野
五
五
二
五
ヲ
以
テ
人
形

二
関

ス
ル
件
記
才
シ
本
県
学
務
部
宛
御
送
付
相
煩
度

追

テ
前
冊

ニ
ハ
八
月
一
．十
日
迄

二
疎
出
金
取
纏
メ
ト
ア
ル
モ
前
記
ノ
通
り
九
月
五
日
迄

ニ

本
県

へ
到
達

ノ
様

ノ
御
手
配
相
成
度

文
部
省
よ
り
示
さ
れ
た
長
野
県
拠
出
金
予
定
額
は
七

一
五
円
で
あ

っ
た
。
本
郷
尋
常
高
等
小

学
校
で
は
、
八
月
一
．六
日
職
員
会
で

「人
形
答
礼

二
付
、
女
生

一
名

一
銭
ゾ
ゝ
今
月
末
迄

二
集

金

ノ
事
」
と
決
め
た
。
川
田
尋
常
高
等
小
学
校
で
は
、
九
月
九
日
始
業
式
に
お
い
て
学
校
長
か

ら

「米
国
児
童

二
贈

ル
可
キ
寄
贈
人
形
寄
附
金

ノ
件
女
児

一
人

一
銭
」

と
の
話
が
あ

っ
た

（昭

和
二
年
度
学
校
日
誌
　
川
田
小
学
校
）。
集
め
ら
れ
た
お
金
は
県
庁
に
送
ら
れ
た
。

長野県における日米親善人形

写真 2 人形寄付金の送付
(読書小学校蔵)

"
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受
領
証

一
、
金
式
円
四
拾
式
銭

但
シ
米
国
寄
贈
人
形
答
礼
寄
附
金

右
正

二
受
領
候
也

昭
和
一
．年
九
月

一
九
日
　
長
野
県
学
務
課
長
　
印

上
高
井
郡
川
田
小
学
校
長
殿

木
曽
郡
の
読
書
尋
常
高
等
小
学
校
で
は
、
■
円

一
一
銭
分
の
二
留
野
局
消
印
の
あ
る
振
込
用

紙
が
日
誌
に
は
さ
み
こ
ま
れ
て
い
る

（写
真
２
）。
安
曇
尋
常
高
等
小
学
校
で
も

一
円

一
〇
銭
を

同
じ
九
月

一
日
に
送
付
し
た

（学
校
＝
誌

こ
。

七

一
．会
尋
常
高
等
小
学
校

で
は
、
二
円
九
二
銭
の
振

替
用
紙
が
残
さ
れ
て
い
る
。

南
小
谷
尋
常
高
等
小
学
校

で
は
一
．円
七
〇
銭

を
送
金
し
て
い
る
。

米
国
ノ
ロ
米
親
善
会

ヨ
リ
寄
贈

ノ
人
形
答
礼

使
ト
シ
テ
、
日
本
世
界
児
童
親
善
会

二
於

テ

人
形

ヲ
作
製

ノ
上
、
米
国
各
州

へ
贈

ル
ニ
ツ

キ
、
共
費
用
ト
シ
テ
、
当
校
女
児
童

ヨ
リ
ノ

拠
金
、
本
県
学
務
部
宛
送
金

ス

拠
金
高
総
計
金
式
円
七
拾
銭
也

内
、
金
弐
円
五
拾
式
銭
…
送
金
高

金
拾
八
銭
　
送
料
費

（
日
誌
、
南

小
谷
尋
常
高
等
小
学
校
、
九
月
七
日
）

瑞
穂
尋
常
高
等
小
学
校
の
場
合
、
犬
飼

。
柏
尾

両
部
校

に
も
趣
旨
を
説
明
し
、
集
め
た
費
用
を
九

月
．二
日
県
学
務
課
に
あ
て
て
送
付
し
た
。

金
　
一二
円

一
五
銭
　
女
児

一
人
当
り

一
銭
を

集
金

内
訳

本
校
分
　
　
一
円
五
十
九
銭

犬
飼
分
　
　
九
十

一
銭

柏
尾
分
　
　
‥．（
十
五
銭

さ
ら
に
本
郷
尋
常
高
等
小
学
校
で
は
、
三
分
教
場
分
を
含
め
二
円
八
八
銭
を
送
付
し
た
。

以
上
の
、
現
在
確
認
し
う
る
六
校
の
例
か
ら
み
る
と
、
児
童
数
を
ま

っ
た
く
加
味
し
な
い
で

考
え
る
と
す
れ
ば
、
平
均
二
円
八
二
銭
の
額
が
答
礼
人
形
製
作
の
た
め
に
、
各
学
校
か
ら
拠
出

さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

写真 3 答礼人形展覧会場 (塚田正二蔵)

写真 4 答礼人形展覧会の状況 (塚田正二蔵)
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２
　
長
野
県

の
答
礼
人
形
準
備

へ
の
対
応

各
校
園
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
金
額
は
ど
の
く
ら
い
に
な

っ
た
か
を
知
る
手
だ
て
は
現
在
の
と
こ

ろ
残
さ
れ
て
い
な
い
。
各
県
が
用
意
し
た
答
礼
人
形
は
二
五
〇
円
か
か

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

長
野
県
の
子
供
達
の
代
表
と
し
て
は
長
野
絹
子
さ
ん
が
行

っ
た
。
身
長
一
．尺
五
寸
程
の

愛
情
に
富
ん
だ
お
人
形
さ
ん
だ
。
体
は
二
つ
折
り
に
出
来
て
手
足
も
自
由
に
動
か
せ
る
。

値
は

．
五
〇
円
、
衣
裳
は
友
禅
縮
緬
で
ド
着
ま
で
揃

っ
て
い
る
。
帯
は
本
金
丸
帯
そ
の
他

一
通
り
の
付
属
品
も
揃
え
て
あ
る
。
値
は

一
五
〇
円
、
持
物
は
草
履

・
駒
ド
駄

・
箪
笥

・

鏡
台

。
日
傘
な
ど
だ
。
値
は
五
〇
円

（七
一
会́
小
学
校
同
窓
会
誌
六
号

　

一
一
月
一
．六
日
）

先
の
平
均
値
を
元
に
試
算
し
て
み
る
と
、
長
野
県
で
は
一
．一
．五
校
と
し
て
計
算
す
る
と
、
六

二
一
円^
に
の
ぼ
る
。
唯

一
の
手
が
か
り
は
、
Ｐ
惜
濃
毎
日
新
聞
」

２

九
四
七
年
九
月
‥

．Ｈ
）
の

「
約
八
〇
〇
円
に
達
し
た
」
の
記
事

で
あ
る
。
一
．体
分
に
も
の
ぼ
る
金
額

で
あ
る
。

答
礼
人
形
を
送
る
に
先
立
ち
、
県
会
議
事
堂

で
展
覧
会
を
実
施
し
た
。

学
乙
収
第
六
八
二
号

昭
和
二
年
十
月
四
日

学
務
部
長

川
田
　
小
学
校
長
殿

今
回
日
本
国
際
児
童
親
善
会

ノ
企
画

二
依
り
米
国
世
界
児
童
親
善
会

へ
答
礼

ノ
為
メ
送
付

ス
ベ
キ
本
県
代
表

ノ
人
形
壱
組
曇

二
当
庁

へ
到
達
致
候

二
付

テ
ハ
来

ル
十
月
八
ロ
ヨ
リ
仝

十

一
日
迄

（四
日
間
）
県
会
議
事
堂

二
於
テ
送
別
展
覧
会
開
催
、
　
一
般
観
覧
セ
シ
メ
度
候

間
、
右
及
御
案
内
候

追
テ
当
日

ハ
本
県
児
童

ヨ
リ
送
付
セ
シ
童
謡
及
感
謝
状
写
シ
其
他
絵
画
等
展
覧
致
候

寄
附
金
を
募

っ
た
小
学
校

へ
は
長
野
絹
子
さ
ん
の
写
真
が
送
付
さ
れ
た
。

学
乙
発
第

一
八
六
号

昭
和
二
年
十
月
十
九
日

学
務
部
長

川
田
　
小
学
校
長
殿

答
礼
人
形
写
真
送
付

二
関

ス
ル
件

米
国
世
界
児
童
親
善
会

へ
答
礼

ノ
タ
メ
送
付

ス
ベ
キ
本
県
代
表
人
形
壱
組

ノ
写
真

一
葉
別

使

ヲ
以
テ
本
日
御
送
付
中
上
候
間
、
此
段
及
通
牒
候
也

贈
ら
れ
た
写
真
は
児
童

に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
七
一
．会
尋
常
高
等
小
学
校

の
学
校
日
誌

の

「
米
国

へ
贈

ル
人
形
長
野
絹
子
の
写
真

ヲ
各
生
徒

二
紹
介

ス
」
↑

○
月
　
九
日
）
と
い
う
記
事

か
ら
理
解
さ
れ
る
。

写真 5 長野県からの答礼人形長野絹子
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３
　
答
礼
人
形
送
別
会

各
道
府
県
、
朝
鮮

・
台
湾

・
樺
太

・
関
東
州
、
六
大
都
市
、
日
本
代
表
の
計
五
八
体
の
答
礼

人
形
が
用
意
さ
れ
た
。
人
形
の
送
別
会
が

一
九
二
七
年

一
一
月
四
日
明
治
神
宮
外
苑
の
日
本
青

年
館
で
開
催
さ
れ
、
代
表
の

一
一
体
が
壇
上
に
並
べ
ら
れ
た
。
人
形
送
別
の
歌
は
、
迎
え
る
時

と
同
様
高
野
辰
之
の
作
詞
で
あ
る
。

人
形
を
送
る
歌

高
野
辰
之
作
詞

島
崎
孝
太
郎
作
曲

町
れ
齢

五
　
お
わ
り
に

以
上
本
稿
で
の
論
点
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

０
　

一
九
二
七
年
世
界
児
童
親
善
会
か
ら
親
善
人
形

一
万
三
〇
〇
〇
体
余
が
日
本
に
贈
ら
れ

た
。
日
米
間
の
国
民
感
情
が
悪
化
す
る
中
で
、
知
日
家
の
シ
ド
ニ
ー

・
ル
イ
ス

・
ギ

ュ
ー

リ

ッ
ク
博
士
が
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
日
本
側
は
渋
沢
栄

一
が
そ
の
任
を
果
た

し
た
。
式
典
や
歓
迎
の
意
を
表
す

「人
形
を
迎
え
る
歌
」
が
、
長
野
県
出
身

の
高
野
辰
之

の
作
詞
に
よ
り
作
ら
れ
た
。
し
か
し
、
大
正
期
に
野
口
雨
情
が
作
詞
し
た

「青
い
眼
の
人

形
」
が
流
行
し
て
お
り
、
現
代
に
つ
な
が
る
名
曲

に
は
な
ら
な
か

っ
た
。

②
　
長
野
県
に
は
親
善
人
形
二
八
六
体
が
割
り
ふ
ら
れ
、
各
学
校

・
幼
稚
園

に
配
ら
れ
た
。

配
布
先
は
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
遠
い
海
の
向
こ
う
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
贈

ら
れ
た
人
形
に
対
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
驚
き
と
文
化
の
違
い
を
感
じ
て
い
た
。
長
野
県

内

に
残
さ
れ
た
人
形
は
、

ア
ベ
リ
ル

・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
社
製
が

一
〇
体
と
多

く
、
ホ
ー
ス
マ
ン
社
、

エ
フ
ァ
ン
ビ
ー
社
が
そ
れ
に
続
く
。

０
　
初
期
に
お
い
て
は
、
お
礼
状
や
作
品
な
ど
を
贈
る
計
画
で
あ

っ
た
が
、
長
野
県
か
ら
も

答
礼
人
形
が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
女
児

一
人

一
銭
の
募
金
に
よ
る
計
画
で
、
長
野

県

で
は
お
よ
そ
八
〇
〇
円
に
の
ぼ
る
金
額
が
集
め
ら
れ
た
。
拠
出
し
た
学
校
に
は
、
答
礼

人
形
の

「
長
野
絹
子
」
の
写
真
が
贈
ら
れ
た
。　
一
一
月
四
日
日
本
青
年
館

で
開
催
さ
れ
た

送
別
会
で
、
高
野
辰
之
作
詞
の

「
人
形
を
送
る
歌
」
が
演
奏
さ
れ
た
。

注１
　
サ
イ
ベ
リ
ア
丸
に
は
九
箱

（
一
六
七
個
）
の
人
形
が
載
せ
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
ほ
か
前
橋
丸

（
一
〇

箱
八

一
三
個
二
月
二
一
日
）
・
ア
ン
グ
ン
丸

（
一
〇
箱
七
八
八
個
二
月

一
日
）
ｏ
モ
ン
ロ
ー
丸

（
一
五
箱

一
一
一
二
個
二
月
四
日
）
ニ
フ
イ
ン
丸

（二
〇
箱

一
二
一
二
個
二
月
二
一
日
）
・
メ
ド
ン
丸

（二
〇
箱

一

四
七
七
個
二
月
二
六
日
）
・
鳥
羽
丸

（
一
一
箱

一
〇
〇
三
個
二
月
六
日
）
ｏ
リ
ス
ボ
ン
丸

（三
三
箱
二
三

〇
九
個
二
月

一
〇
日
）
・
プ
レ
シ
デ
ン
ド
ピ
ア
ス
号

（二
■
箱
一
一二
五
五
個
）
・
リ
ン
コ
ル
ン
丸

（
一
七

箱
八

一
九
個
）
・
安
洋
丸
大
洋
丸

（二
箱
二
四
個
）
に
分
船
し
て
き
た

（「人
形
積
載
松
舶
到
着
豫
定
」

オ

状ヽ

澪
“

一オ

こ
の
式
の
な
か
、
日
本
児
童
の
送
別
の
辞
を
述
べ
た
の
は
、
お
茶
の
水
女
子
師
範
学
校
附
属

小
学
校
三
年
の
松
本
昌
子
で
あ

っ
た
。
彼
女
は
こ
の
式
典

へ
参
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、　
一
体
の

人
形
を
受
け
取

っ
た
と
い
う
。
夫
の
実
家
で
あ
る
飯
田
市
に
荷
物
疎
開
し
た
そ
の
人
形
は
、
ま

っ
た
く
傷
も
な
く
無
事
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
松
本
昌
子
自
身
は
敗
戦
後
の

混
乱
の
な
か
、
満
州
か
ら
一戻
ら
ぬ
人
と
な

っ
た
。

写真6 人形を送る歌 (新潟県光源寺蔵)

い 波 さ 我 笑 ま そ 歓 眉 す 今 比
た の ら 等 の こ の び を め 日 の
る 十 ば が 花 と 手 迎 開 る を 日
所 日 と 心 こ を を え き 眼 門 の
に を く を そ こ 延 て て を 出 国
春 過 行 心 常 む べ 出 さ う の よ
を さ け と に る よ す ら る 人 り
見 な 人 し 咲 手 人 手 ば ほ 形 星
ん ば 形  け と 形 に 行 さ よ の° ｀
よ   ° 手 よ  け ず  ° 国
°
         に    

°      °   ｀
     ヘ

は



お
よ
び

「
ァ
メ
リ
カ
ョ
リ
寄
贈
セ
ラ
レ
タ
ル
人
形
配
布

二
関
ス
ル
調
」
渋
沢
史
料
館
蔵
に
よ
る
）。
こ

れ
ら
の
う
ち
、
長
野
県
へ
は
、
前
橋
丸

（
一
四
七
）
ｌ
フ
イ
ン
丸

（七
八
）
・
リ
ス
ポ
ン
丸

（六

一
）
の

三
船
が
該
当
す
る

（同
前
所
蔵
史
料
）。
渋
沢
史
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
関
連
史
料
は
、
「国
際
親
善

人
形
二
関
ス
ル
往
復
書
翰
及
書
類
」

（
フ
ァ
イ
ル
．
．冊
）

で
あ
り
、　
そ
の
多
く
は

『渋
沢
栄

一
博
記
資

料
』
第
二
八
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

２
　

一
般
に
こ
れ
ら
の
人
形
は
、

「青
い
日

（眼
）

の
人
形
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
で
あ

え
て
こ
れ
ら
の
通
称
を
用
い
な
か

っ
た
の
は
、
県
内
に
残
存
す
る
人
形
の
多
く
が
、
実
際
は
青
い
日
と

呼
ぶ
に
は
や
や
抵
抗
が
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
。

ま
た
、
渋
沢
史
料
館
所
蔵
の
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、

「∪
ｏ
〓
〓
８
８
コ
”
Ｑ
φ
Ｒ

「
『一ｏ
５
，
す
ぎ
」
や

「↓
す
ｏ

「
『一８
０
３
●

ｕ
ｏ
Ｆ
」
と
い
う
表
記
が
み
ら
れ

る
。
同
様
に
当
時
は

「友
情
人
形
」
や

「親
善
人
形
」
の
訳
を
用
い
た
史
料
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

本
来
の
趣
旨
を
尊
重
す
る
た
め

「親
善
人
形
」
を
用
い
た
。

３
　
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
親
善
人
形
を
と
り
ま
く
長
野
県
の
教
師
た
ち
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
で
そ
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
中
心
に

「
「青
い
目
の
人
形
」
と
信
州
の
教
師
た
ち
」

「
信
濃
教
育
』

一
三
八
〇
号
、

二

〇
〇

一
年

一
一
月
）
に
ま
と
め
た
。

４
　
武
田
英
子

『人
形
た
ち
の
架
け
橋
―
日
米
親
善
人
形
た
ち
の
二
十
世
紀
―
』
（小
学
館
文
庫
、　
一
九

九
八
年
、
五
八
ペ
ー
ジ
）。

５
　
人
形
現
存
数
は
、　
二
〇
〇

一
年

一
一
月
現
在
を
示
し
た

（本
デ
ー
タ
は
香
川
県
の
松
田
達
也
氏
の
提

供
に
よ
る
）
。
こ
れ
ま
で
の
聞
き
取
り
調
査
の
な
か
で
、
現
存
は
し
な
い
が
、
贈
ら
れ
た
可
能
性
の
あ

る
長
野
県
内
の
学
校

・
幼
稚
園
は
、
高
島

（諏
訪
市
）
、
豊
洲

・
小
百
合

（須
坂
市
）、　
黒
沢

（
二
岳

村
）
、
軽
井
沢

（軽
井
沢
町
）、
安
茂
里

（長
野
市
）、
山
田

（高
山
村
）、
会
地

（阿
智
村
）
な
ど
が
あ

る
。
学
校
日
誌
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
浅
川

・
七
二
会

（長
野
市
）、
妻
龍

（南
木

曽
町
）、
都
住

（小
布
施
町
）、
高
井

（高
山
村
）、
豊
井

（豊
田
村
）
な
ど
が
あ
る
。

６

「長
野
県
統
計
書
」
に
よ
れ
ば
、　
一
九
二
七
年
の
幼
稚
園
の
数
は

一
九
で
あ
る
が
、
「昭
和
一
年́
五
月

一
日
現
在
長
野
県
学
事
関
係
職
員
録
」
で
は
幼
稚
園
数
は

一
五

（市
立
松
本
、
私
立
上
諏
訪
、
私
立
伊

那
、
飯
田
仏
教
、
慈
光
、
私
立
木
曽
、
野
中
、
稲
荷
山
、
小
百
合
、
旭
、
聖
十
字
、
私
立
鈴
蘭
、
私
立

梅
花
、
私
立
常
田
、
私
立
若
草
）
と
な

っ
て
い
る
。

７
　
ア
ヴ

ェ
リ
ル
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
社
製
は
上
田
第
四
中
学
校
、
安
曇
小
学
校
、
川
田
小
学

校
、
南
小
谷
小
学
校
、
木
曽
幼
稚
園
、
泉
小
学
校
、
七
久
保
小
学
校
、
村
上
小
学
校
、
須
原
小
学
校
、

林
静
磨
蔵
で
あ
る
。
ホ
ー
ス
マ
ン
社
製
は
小
諸
東
小
学
校
、
中
洲
小
学
校
、
大
鹿
小
学
校
、
飯
山
東
小

学
校
、
綿
内
小
学
校
、
根
羽
小
学
校
蔵
で
あ
る
。　
エ
フ
ァ
ン
ビ
ー
社
製
は
原
小
学
校
、
重
文
旧
開
智
学

校
、
青
木
中
学
校
蔵
で
あ
る
。

こ
の
他
に
は
、
ド
イ
ツ
製
の
ビ
ス
ク
ド
ー
ル
の
梓
川
小
学
校
蔵

（盗
難

に
あ
い
現
存
せ
ず
、
写
真
７
）
、
諏
訪
教
育
会
所
蔵
人
形
は

「＞
・
〓

・
◎

・
ｏ
」
と
刻
印
さ
れ
て
い
る
。

読
書
小
学
校
蔵
は
ｚ
ｏ
、
本
郷
小
学
校
蔵
は
描
き
眼
で
あ
る

（口
絵
参
照
）。

８

「各
府
県
醸
出
金
豫
定
額
」
渋
沢
史
料
館
蔵

「国
際
親
善
人
形
二
関
ス
ル
往
復
書
翰
及
書
類
」。
寄
贈

を
受
け
た
小
学
校
幼
稚
園
が

一
万
七
五
九
校
で
学
級
数
を
平
均

一
〇
、　
一
組
児
童
を
五
〇
名
と
仮
定
し
、

そ
の
う
ち
女
児
を
半
数
と
す
る
と

一
人

一
銭
を
拠
出
す
れ
ば
■
万
六
九
〇
九
円
と
な
る
。
こ
の
計
算
式

に
よ
れ
ば
、
長
野
県
は
´
一八
六
校
×
一
〇
組
×
五
〇
人
を
．
で́
割
り
、
七

一
五
円
が
算
出
さ
れ
る
。
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